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本日はエチオピアにおける女子割礼 (FC) /女性性器切除 (FGM) と

ジェンダーをめぐる諸問題についてお話しさせていただきたいと思いま

す。

私はエチオピアで20年ぐらいフィールドワークをやってきまして、その

なかで、この問題に出会うことになりました。私はもともと、ジェンダー

の問題に決して関心があったわけではありません。私がエチオピアに行っ

たのは、周辺部に住んでいる牧畜民に関心があったからです。先輩たちか

ら、エチオピアの牧畜民は非常にワイルドで、常に隣接民族とウシの奪い

合いをしている、男性的で誇り高い人々だということを、聞いていました。

私も若いころは、そういう価値観に憧れていました。研究者というのは、

ジェンダーのバイアスがかかった部分で調査の対象となる人々と同一化す

ることもあるのではないかと思うのですけれども、私も、しっかりそうい

う方向で同一化してしまったわけです。

けれどもずっと研究をしているなかで、いろいろと疑問に思うことが出

てきました。一つは、ワイルドで誇り高い民族というふうに自分でイメー

ジしていた人々が、詳しく調べてみると決してそうではなく、エチオピア

という国家の枠組みのなかで、帝国を作った高地民族にずっと支配されて

きたという歴史的な事実を知ったことです。

二つ目の発見は、彼らは自分たちの伝統というのを、一見すると非常に

誇り高く語るわけなんですが、そうした伝統を語っているのが、実はもっ

ぱら男性たちだということに気がついたことです。彼らの語る伝統には、

女性からの視点というのが、まったく欠けていたのです。

三つ目のきっかけは、身近な人の事故死でした。私は調査をしていると

きは、現地の人たちについていったり、いろいろな人たちにお話をうかが
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います。その中に20歳過ぎくらいの女性がおり、一緒に牧畜なんかに連れ

ていってもらっていました。彼女は私の友人の妹で、私もとても親しくし

ていたのですが、結婚するときに割礼を受け、それがもとで亡くなったの

です。私にはそれがたいへんなショックでした。そういうことで、この割

礼問題ということに徐々に目が向くようになったわけです。

それから私は、ジ、エンダーの勉強をしたり、女子割礼にまつわるさまざ

まな議論について勉強しました。難しい問題なので、はっきりとした結論

というのは、私の力では出せないのですけれども、今日はまずこの女子割

礼、あるいは女性性器切除についてのこれまでの議論を紹介したいと思い

ます。

その次に、私がフィールドワークをしているエチオピア南部諸民族州の

ホール (Hor) という民族で行われている女子割礼/女性性器切除と、こ

れから調査をしようとしています、首都のアディスアベパに近いところに

あるオロミア州アカキ郡の女性割礼/女性性器切除廃絶運動について簡単

にお話ししたいと思います。

1 FC/FGMをめぐる議論

1. 1 FC/FGMとは何か?

まず女性性器切除/女子割礼というものなのですけれども、これをどん

なふうに呼ぶかによって、この慣習に対する政治的なスタンスがはっきり

してきます。

FGMはFemale Genital Mutilationの略で、して、 Genital Mutilation とい

うのは、性器切除です。 Mutilation というのは、切除というよりも切断と

いうほうが、むしろ正確な日本語訳ではないかと思います。それを切断し

てしまうと回復不可能になるというような意味を持っています。つまり、

完全な健康的な身体を決定的に損なうという意味合いがFGMという言葉

には含まれているのです。 FGMは、この慣習が女性の人権に対する侵害

であり、これを廃絶すべきであると考える人々によって用いられます。

それに対してCircumcisionというのは、ペニスの包皮を切り取る男性の
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割礼のことを意味しています。 Female Circumcision と言った場合には、

この慣習が男性の割礼と比聡的に同じものだととらえる視点があり、この

慣習は伝統的な儀礼だとみなすことになります。この慣習は文化の一部で

あり、存続させるべきだと考える人たちは、 FCと呼ぶわけです。

現在人類学者の間では、こうした政治的な合意のある語を用いることを

避け、 FGC (Female Genital Cutting) という言葉を用いる場合が多いよ

うです。私も以下では、この慣習のことをFGCと呼ぶことにします。

では、実際にFGCには、どういったようなものがあるのかということで

すけれども、実は、非常に多様なタイプがあります。通常はこの多様なタ

イプを、三つに大別します。

一番加工の度合いの高いものに、「ファラオ型」と呼ばれるタイプがあ

ります。ファラオ型は陰核を切除し、それから小陰唇、大陰唇を切除した

うえで陰部を封鎖します。封鎖の仕方はいろいろあるわけですけれども、

医師のいないところでは、例えば、木の刺などで封鎖をするところもあり

ますし、あるいは、医療設備があるところでは、糸で縫合することもあり

ます。

ファラオ型のFGCは 10歳以下で行うことが多いのですが、結婚をして、

男性と性行為を持つときには、非常に大きな困難が伴いますので、そのと

きに切開をする場合もあります。出産のときは当然、切聞を行います。し

かし、こういったようなことを行うところでは、多くの場合、出産のあと

にもう一度縫合を行います。つまり切開と縫合を繰り返します。

2 番目に「スンナ型」と呼ばれるものがあります。これは非常に軽いタ

イプのFGCです。陰核の包皮部分のみを切除して、陰部封鎖はしませんo

ただしスンナ型を行っているところは、アフリカのなかでは非常に少ない

です。

それ以外の残りが、 3 番目の「中間型」というタイプに入れられます。

陰核と陰唇の一部を切除し、陰部封鎖はしない、といったようなものです。

私が調査をしているホールでも、この中間型の割礼が行われています。
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図 1 FGC分布図 (Gruenbaum， E. 2001 より)
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図 1 は、 FGCが行われているアフリカおよび西南アジアの一部を示して

います。黒で描かれているところが陰部封鎖を行うところです。陰部封鎖

を行うところは、北東アフリカに非常に多く、ソマリア、エリトリア、ジ

ブチ、スーダンの北、エチオピアの一部で行われています。西アフリカで

はマリのあたりでも、陰部封鎖が行われるところがあります。陰の薄いと

ころは、おおかたが切除型、つまりクリトリスと小陰唇、大陰唇を切除す

るFGCが行われています。

陰部封鎖が行われるのは、割礼を行う地域全体の人口の中で、10パーセン

トから 15パーセントぐらいと考えられています。

どのようにしてこうした慣習が広まったのかということには諸説があり

ます。文字資料がアフリカにはほとんど残っていませんから、 FGCのタイ

プ別の分布を見て推測するしかないのですけれども、例えば、エスター・

ヒックス (Ester Hicks) という人は、エチオピアの東南部あたりの牧畜

社会に起こったという説を唱えています。

その説によると、陰部封鎖がFGCの原型だということです。陰部封鎖が

集中して見られるのは、ソマリアのような牧畜民の地域です。なぜソマリ

アで陰部封鎖が行われるかというと、ここは非常に乾燥しておりまして、

ラクダ牧畜民が多い。こういった牧畜社会というのは、男性がラクダの牧

畜に出かけて何週間も何カ月も家を留守にするということがあります。他

方でこうした社会では、ラクダなどの家畜が非常に重要な財であるので、

それを相続するための系譜が発達しています。こうした社会では、系譜を

維持することが重要になりますので、一方で男性が離れているあいだに、

女性がほかの男性の子どもを生まないように、こうした陰部封鎖が行われ

たのではないかと推測するのです。陰部封鎖は、貞操帯のようなものだと

考えるんですね。

そしてイスラムの交易路が西に伸びるに従い、この慣習もイスラムの高

文化の一部と取り違えられ、だんだん西に広まっていったのではないかD

こうしてFGCの慣習が伝播したのではないかと推測するのです。

けれどもこのような推論がどれほど妥当であるかは、難しいところです。

例えば、スーダンの北部のほうは、牧畜社会ではありませんが、陰部封鎖
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の慣習は広範に行われています。

1. 2 FGCはどのようにとらえうれてきたのか?

先にお話しましたように、 FGCをめぐっては、擁護・廃絶・その他さま

ざまな立場があります。まず廃絶派についてですが、 1970年代の後半から、

フラン・ホスケン (Fran P. Hosken) というアメリカの女性のジャーナリ

ストが、アフリカのさまざまな地域のFGCを文献によって調べ、反FGC

(FGM廃絶運動)のキャンベーンを始めました。

このキャンベーンでは、 FGCによる女性の健康被害が問題とされました。

FGCが行われる地域では、伝統的な産婆や、私がいるところでは産婆でも

なく、普通の老女が、カミソリやメスのようなナイフで、麻酔もせずに外

性器を切除する場合が多いのです。それがさまざまな健康被害をもたらす

と言われています。

特に陰部封鎖をする場合は、成長してからも、尿や経血をスムースに排

出できなくなるようなこともあると言われています。非衛生的な環境で、

同じナイフで何人もの切除を行うために、エイズ感染の恐れも懸念されて

います。

けれども健康被害よりも強調されたのは、 FGCは男性による女性の支配

の手段であるという点でした。 FGCではほとんどの場合、クリトリスを切

除しますので、これは女性のセクシュアリテイのコントロールであると言

うわけです。こうした施術を受けた女性は、自分の主体的な意思というの

を喪失するのだと、こうした立場の人々は主張したわけです。これはもう

決して文化・伝統ではなく、暴力であり、人権侵害であり、奴隷制に等し

いというふうに主張します。

しかし一方で、こういった慣習が文化人類学者によってどのように記述

されてきたのかと言いますと、 FGCはしばしば、通過儀礼として記述され

てきました。あるいは、女性のジェンダー・アイデンテイティを構成する

重要な要素であるというふうな見方がなされてきました。

その根拠のーとして、 FGCへの男d性の直接的な関与は非常に少ないとい

うことが言われます。ですから、 FGMは文化、あるいは伝統とみなすべ
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きというような立場が生まれてきます。特に1980年代は、こうした「文化

相対主義」と、女性の人権侵害に反対する「価値普遍主義」のあいだで、

しばしば議論が行われてきました。

例えば、スーダンのエル・ダリール (El Dareer) という女性のお医者

さんによる、先駆的な量的調査があります。エル・ダリールは、 FGCに対

して反対の立場をとっているかたです。彼女は北スーダンで 3 千人以上の

人々に対して、アンケート調査を行ったのです。この調査結果を見ると、

スーダンではほとんどの女性が、ファラオ型の陰部封鎖型のFGCを受けて

いるということがわかります。

それならばFGCの存続に対して、人々はどういったような意見を持って

いるのかということですけれども、男性と女性の意見を見てみると、女性

のほうが、むしろこうしたFGCを存続させるのに対して肯定的であるとい

う結果が出ています。

つまり調査結果を見ると、女性で最も多いのは、中間型を支持する人た

ちでした。それに対して男性は、より軽いスンナ型を支持する人たちが大

部分を占めています。陰部封鎖型を伴うファラオ型についても、女性のほ

うが男性よりも支持者が多くなっています。 FGCを一方的な男性から女性

に対する暴力と考えるならば、この調査の結果は、それを見事に裏切るよ

うなかたちになっているということが言えるわけです。

それならば、なぜFGCが女性によって支持されるのか。文化相対主義的

な立場の分析は、このような聞いを解こうとします。

その一つの例として、カナダの女性人類学者であるジャニス・ボディ

(J anice Boddy) の分析を取り上げてみましょう。ボディは、北スーダン

にあるホフリアットという村に 2 年以上住み込んで、女性の精霊態依の調

査を行っていました。この村で行われているFGCの様子についても、かな

り詳しく描写をしています。それによると、子どもに対してFGCが行われ

るわけですけれども、 FGCに参与しているのはすべて女性ですし、 FGC

を行う割礼師も女性です。

ボディは自分でも、女児にFGCが行われる機会に立ち会っているのです

が、そこでFGCが行われたあと、まわりの女性たちがそれを祝福して叫び
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声をあげるという場面があります。なぜそういったような祝福が行われる

のかということを、象徴分析から説明しようとしています。

なぜFGCを行うのか。それに対する回答を、人類学者は非常にしつこく

求めます。多くの場合、いやそれは'慣習で、ずっとやってきたからとか、こ

の慣習は女性を滑らかで清潔にするからとか、そういったような回答が最

初は与えられます。

ただ、そうした回答だけで満足していると、人類学者は本国に帰ってか

らも、よいエスノグラフィを書けないので、頑張ってその背後のさまざま

な象徴というのを探し出そうとするわけです。一つの一つのピースから大

きなパズルを解こうとするのです。

例えばボディは、この慣習が女性を滑らかで清潔にするという、その滑

らかであるとか、清潔というような言葉が、実は重要だと考えます口滑ら

かで清潔なものというのは、ほかにいったい何があるかというと、ホフリ

アットでは、ダチョウの卵であるとか、ヒョウタンが、そうしたもののー

っとしてあげられます。ボディが泊まっていた部屋にも、ダチョウの卵や

ヒョウタンが、部屋にかけられているわけですけれども、それは単なる装

飾ではなくて、それがあると女性が妊娠するとされる、多産のための呪物

なのです。

他にも女性が多産になるようにするためのさまざまなものがあって、そ

れには卵、チーズ、午乳、砂糖、米といったような食物があります。これ

は清潔で血液を増やすというふうに考えられているとボディは言います。

缶詰であるとか、オレンジ、バナナなどの果物も清潔な食物であって、女

性を多産にするというふうに考えられています。

それに共通するものは、いったい何なのか。そこで推理小説みたいな話

になってくるわけですが、それには、このホフリアットで人々がいだいて

いる民俗生殖論のようなものが関連しているとボディは言います。

ホフリアットの人々は、子どもの骨は男性によって、血と肉は女性によ

ってつくられると考えています。それと同じように、彼らの日々の生活を

支えているキスラというパンケーキがあるのですが、それは男女の協力に

よって作られます。どういう意味かというと、男性が村の外の畑でモロコ
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シを栽培する。それを女性が村の中の家で粉にして焼くというふうなかた

ちで、分業が行われるわけです。

このキスラというのは、それを粉にして、まず査に入れて、水溶液をし

ばらく発酵させてから焼かれます。その水溶液を入れる壷と、さっき言っ

た女性の出産というのが密接に関係しているとボディは言います。

例えば、流産した胎児というのは布に包んで、キスラの水溶液を入れる

壷に入れ、家の中庭に埋葬します。死産した子どもの場合は、遺骸を布に

包んで、中庭と外を隔てる家の外側に埋葬します。ところが、生後しばら

く生きていた場合は、大人と同じ村外の墓地に埋葬されるのです。

つまりそこで何がなされているかというと、ボディによれば、モロコシ

の水溶液と胎児は、象徴的に等しいものとされているのです。さらに、そ

うしたものを包んでいる壷と中庭、そして女性の子宮が象徴的に同一視さ

れている。中庭というのは「因われたj 空間であって、女性の子宮も同じ

「因われた」空間であるとボディは言うわけです。

では、ほかのダチョウの卵であるとか、ヒョウタンであるとか、缶詰で

あるとか、バナナであるとか、そういったようなものはいったいイ可なのか

というと、それも実は閉まれているものであって、表面が閉じていて内側

に何かあるものであるというふうに考えるわけです。

そしてこれらの象徴の根底にあるものは何かというと、女性の子宮だと

ボディは言うわけです。またダチョウの卵やヒョウタンは、表面が白っぽ

いので、牛乳、チーズ、砂糖、米のような白い食物も、それと同ーされる

のだと言うわけです。

結婚前の女性というのは、こうしたパターンに従って、卵のような、滑

らかで白く清潔なことが望まれる。それは美容というよりも、まさにこう

した象徴的な同一視というのが、その根底にあるのだというふうにボディ

は言います。

外部に通じる穴を小さくして、悪霊の攻撃を防ぐというのが、そうした

女'1空の持っている豊かさを守るために、重要なこととなります。だから女

性は、村落の内部や家の内部にいることが、重要視されるのだと言います。

女性がファラオ型のFGCを望むのも、こうした象徴的なパターンに自ら
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をなぞらえて、自分のなかに豊かさをはぐくむためであると。だから、こ

うしたFGCを娘にすることを、母親たちはとても祝福するのだとボディは

言っています。

こういう説明は、何か謎解きみたいで、最初に読んだとき、私は非常に

面白かったのですけれども、本当に地元の人はここまで考えているのかな

というふうに考えてみると、やっぱり何か違うのではないかなと思うので

すね。そしてボディの本をよく読んでみると、地元の人がすべてこんなふ

うに説明するわけではなくて、さまざまな説明のなかから、自分がこうい

うパターンをつくりあげて提示しているのだというようなことも言ってい

ます。ですから私は、人類学的な象徴の解釈というのも、さまざまな問題

点を含んで、いるのではないかなというような気がするわけです。

さらに先ほど言った価値普遍主義的なアプローチと、こうした文化相対

主義的なアプローチは、非常に折り合いが悪いということが言えると思い

ます。つまりこのような文化相対論は、 FGCというのは女性のアイデンテ

イティを形成する、それは女性が望んで行うものであるというふうなこと

を言います。しかし、仮にそうであったとしても、例えば人権論者は、そ

れは単なる迷信にすぎないし、あるいは虚偽意識にすぎないというふうに

言うかもしれません。

ところが文化相対論者は、そういう迷信、虚偽意識といったような見方

こそ非常にバイアスを含んだものであって、現地の女性の主体性をないが

しろにしているというふうに言う。そういったような議論が、 80年代には

しばしば行われました。

そのほかにも、 FGCに関しては、さまざまな議論があります。例えば、

健康に対する侵害であるという批判は、現在も FGC廃絶のキャンベーンで

は、しばしば行われます。 FGCを受けた女性はさまざまな、例えば多量の

出血、激しい痛み、不妊、閉尿など、いろいろな合併症があると言われま

す。

しかし一方では、例えばハーバードの研究者であるオバーメイヤー

(Obermayer) という人は、 1999年に発表した論文で、それまでに出され

ている出生率低下や合併症、あるいは性感覚の低下に関しての研究は、方
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法論的に問題があるものが多く、それらが有意にFGMと関連するという

ことはできないという論文を出しています。

他にも例えば、アフリカ系アメリカ人の研究者で、自分の故郷に帰って

FGCを受けた女性もいるわけですが、彼女ははっきりと、自分は性感覚の

低下はないと述べています。

さらに健康被害に対して、実際にはどのような対処がなされているかと

いうと、 FGCを医療化しようという動きが広く行われています。例えばエ

ジプトでは、 FGCをどんどんお医者さんであるとか、あるいは近代的な医

療設備があるところで、産婆さんが行ったりする。ではそれで、いいのかと

いう議論もあります。廃絶論者はここで、健康被害よりもむしろ、女性の

人権侵害という問題に、焦点をシフトさせます。

FGM廃絶キャンペーンに対する批判として、他にも、廃絶運動には西

洋的なセクシュアリティ観がその根底にあるという批判もあります。例え

ばアフマドゥ (Afmadu) という人は、-この方は先ほど述べた、アフリ

カで自分も FGCを受けた人ですが 、陰核切除でセクシュアリテイがコン

トロールされるというのは西洋女性の思い込みで、実際にはそのようなこ

とはないと述べています。

ほかにもいろいろな批判があります。非常に説得的な批判の一つに、

FGM廃絶キャンペーンは、より重要な問題を隠蔽する機能があるという

ものがあります。これはかなり早い段階から、 AAWORDのようなアフリ

カのフェミニストによって出されていました。 FGM廃絶キャンペーンを

する人々は、アフリカは家父長制社会であり、非常に後進的な社会であり、

というような言説を積み上げていきます。しかしそれによって、アフリカ

にある貧困や教育問題から目をそらすような効果を生んでいると批判する

のです。

アフリカの貧困は、欧米による奴隷交易から始まり、植民地支配、近年

だ、ったら 1980年代以降の構造調整によって、悪化してきました。しかし

FGM廃絶運動は、このような世界的な搾取の構造というものから目をそ

らしている、またFGCを行う女性たちがこうした搾取構造の最底辺におり、

FGCのような慣習にしかみずからの生存を維持する術を持たないことを見
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逃している、そしてこうしたキャンペーンをやっている欧米の女性たちが、

先進国の搾取に加担しているということ自体も隠蔽していると批判するの

です。

さらにポスト・コロニアリズムの立場からなされる批判として、こうし

た人権派というのは、「進んだ西欧」と「遅れたアフリカ」という図式を

つくろうとしているというものもあります。そこでは、進んだ西欧の女性

が、遅れたアフリカの女性に手を差し伸べるという図式があります。

これも私は、かなり当たっているのではないかと思います。 FGC という

と、われわれと非常に異なった社会で行われている慣習のように思われま

すけれども、それが美容整形とどう違うのかと考えたときに、なかなか難

しい問題があると思います。

1. 3 グロー) (Jレ化と FGM

このような議論の流れの中で、特に1990年代から現在にかけて、もう一

度FGCを個別の政治的な、あるいは経済的な文脈に置き戻してみようとい

う試みがなされています。

簡単に言うと、 FGCというもの自体は一つの現象ではなくて、実は、非

常に多様な社会のなかで、多様なことが行われているわけです。一応形態

上は 3 つの類型に分類されているわけなのですけれども、細かく見てみる

と非常に多様であるわけですし、そこで行われているFGCの意味づけとい

うのも非常に多様であるわけです。

それが、あたかも一つのようなものとして見られているのは、アフリカ

には一様に家父長制があるからというよりも、むしろ、この廃絶キャンベ

ーンをしている側の人たちが、そういうまなざしで見ているという部分も、

あるような気がします。つまり、そうしたものを脱文脈化して、それで、た

たいているというところも、なきにしもあらずという気が、私はするわけ

です。

それを一つ一つの文脈に戻すというふうな研究が、近年行われています。

例えば、アメリカのリン・トーマス (Lin Thomas) という女性の歴史学

者は、植民地下のケニアにおけるメル (Meru) という民族の若い女性た
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ちが、自己割礼をしていった運動を取り上げています。

それはどういったような運動かというと、当時イギリス政府は、植民地

下ケニアで、 FGCを徹底的に廃絶しようとしました。そのなかで、メルの

男性長老たちも、植民地政府と結託して、女性が管轄していたFGCの儀礼

に介入して、それを廃絶しようとしたわけです。そのなかで一部の若い女

性たちが、ーその当時のケニアというのは、隣のギクユというところで非

常に強烈な抵抗運動があったわけですけれども一、それと呼応するかたち

で、男性長老たちの抑圧に対して、自分たちで、森林に入って勝手にFGCを

行うというようなことをしたのです。

トーマスは、この自己割礼運動には、植民地支配、あるいは男性長老に

よる介入に対して、若い女性が抵抗したという意味合いが強かったと言っ

ています。これはFGCを、歴史の変動と、当時の政治的なコンテクストに

置き戻す研究の試みだということが言えると思います。

このような政治的な影響というのは、実は今日では、いっそう大きくな

っています。現在NGO、国連、アメリカをはじめとする第一世界の力に

よって、それぞれのアフリカの国で、 FGCを禁じる法律をつくらせようと

する動きがあります。

西アフリカのマリにおけるNGOのFGC廃絶のセレモニーについて扱っ

たクローデイ・ゴスリン CClaudie Gosselin) の研究は、このような政治

的な動きと FGC廃絶の動きの関係を明らかにする興味深い例だと言えま

す。そこでは、マリのローカルNGOのリーダーたちが、地方の女性割礼

師を呼んで、彼女たちにナイフを渡させて、それを廃棄するという活動を

しています。それをゴスリンは観察しているわけです。

ゴスリンの研究したローカルNGOの活動は、欧米のNGOによってパッ

クアップされていました。欧米のNGOは、当然セレモニーに参加した割

礼師たちは、 FGCの及ぼす健康被害であるとか、 FGCが女性の人権侵害

であるということを納得して、それでナイフを差し出したというふうに解

釈をしていたのです。けれども、実際はそうではなくて、ローカルNGO

をリードしている上層階級の女性たちには、 -FGCは欧米のNGOに強く

訴えるものであるわけですから一、欧米のNGOからお金を受け取り、そ
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のお金を自分の下にいる人たちに分配することによって、パトロン・クラ

イアント関係を強化するというふうなもくろみがありました。そのなかで、

自分のナイフを差し出した割礼師の女性たちにも、別の事情があったのだ

とゴスリンは言います。マリがだんだんとイスラム化していくなかで、

FGCが、かつて割礼師が身を置いていた伝統的な宗教的、儀礼的文脈から

どんどんと外れる形で行われるようになってきており、自分たちの活動が

経済的に見合わなくなってきた。ですから、一定のお金をもらうことによ

ってFGCをやめるというのは、彼女たちにとっても経済合理的な活動であ

ったということを言っています。

つまり、こうした廃絶運動というのは、実際にさまざまな影響を及ぼし

ているわけですけれども、それの意味づけというのは、アクターの立場に

よって多様であるということを、ゴスリンは言っているのです。

ということで、今日の前半が終わったわけですけれども、これから後半

に入っていきたいと思います。

2 エチオピアにおけるFGM 一二つの社会の調査から-

2. 1 伝統・アイテ‘ンティティ・女性の抵抗

次に、私のフィールドからのお話をしたいと思います。

図 2 はエチオピアの地図です。エチオピアはこのように、中央部が高地

になっていまして、セム系と呼ばれるアムハラ (Amhara) 人であるとか、

あるいはテイグライ (Tigrai)人が住んでいます。これらの人々は、古代

からのキリスト教国家の形成で、中心的な役割を果たしてきました。

このアムハラ人が、まわりの諸民族を19世紀の末に征服して、現在のエ

チオピアができています。ですからエチオピアは、 1970年代前半まで帝政

であったわけですけれども、その帝国とは、国内に多くの植民地を抱えて

いるようなものでした。帝政は1974年の草命で、社会主義を標梼する軍事

政権に取って代わられたのですが、その政権も、国民国家を作るにあたり、

国内に当時90もあるといわれた民族に、アムハラ人の文化に同化すること

を強いました。 1991年にテイグライ人を中心とする反政府勢力にこの政権
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は倒され、新政権は現在、民族ごとの自治政策をとっています。

サウジアラビア

ソマリア

ケニア

図 2 工チオピアの州区分と今回の調査地
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私は現在FGCに関して、二つの地域で調査をしていますD これらの地域

は、どちらも主流のセム系文化には属さない人たちの住む地域です。ひと

つはホールというエチオピア西南部のクシ系農牧民、もう一つは、オロモ

(Oromo) というエチオピアで最も多くの人口を持つクシ系民族のうち、

首都アディスアベパ近くで農耕に従事している人々です。

エチオピアでは、非常に広く FGCが行われています。東半分のソマリ人

が住んでいるところでは、陰部封鎖が行われています。中央部では、性器

切除型の割礼が行われています。さらに西のほうに行きますと、民族がス

ーダン南部やケニア北部に分布するナイル系民族やスルマ系民族が多くな

ってきて、 FGCが行われる頻度は落ちます。

現在エチオピア政府やNGOは、有害文化 (harmful culture) について

の啓蒙活動を行っています。何が有害文化かというと、さまざまな伝統的

身体加工(下唇に輪をはめる、歯を削る、額に傷を入れるなど)、あるい

は特定の食物禁忌、早期婚などですが、特にFGC廃絶運動は、 NGOのあ

いだで非常に盛んになっているということです。

一方で2004年には、エチオピアの刑法が改正されまして、女性にFGCを

行ったものは 3 ヶ月以下の禁固刑、あるいは500ブル以下の罰金 (2008年

12月現在 1 ブル= 9 円)、女性の陰部封鎖は、 3 年から 5 年の禁固刑とさ

れるようになりました。

さて最初にお話しするのは、エチオピア西南部に居住しているホールと

いう民族についてです。ホールは人口およそ 3 千人で、雨期に川が氾濫を

して、それが引いたあとにモロコシなどの作物を植える氾濫原農耕と、ウ

シやヤギ・ヒツジの牧畜によって生活しています。ホールには 4 つの地域

集団があり、それぞれの集団には首長がいます。また年齢階梯制という、

歳ごとにさまざまな役割を割り当てる社会制度がありまして、その長老集

団が権力を持っています。

ホールの社会では、男性と女性には、象徴的な意味合いが振り当てられ

ています。例えば男性は右側、女性は左側に座るというようなことが決ま

っています。また男性は活発なヤギにたとえられ、女性は従順なヒツジに

たとえられます。面白いことは、ヤギは主体的で賢く、ヒツジは従順で愚
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かだといわれるのですが、神に祝福されるのはヤギではなく、ヒツジなの

です。神に祝福され、ヒツジは脂肪のたっぷり詰まった尻尾一これは脂

啓といい、低地で飼われているヒツジの特徴ですがーを与えられたと言

います。脂肪は、バターや雨と関連づけられ、肥沃さ、豊かさの象徴とな

るのです。ここには、豊かさを内部にもつ受動的な女性と、自身は不毛で

ありながらそれをコントロールする力を持つ男性という、ホール独特の構

図が見えます。

さてホールでは、女性は男性に対して従属的な立場にいるのですが、実

際には男性以上の仕事をしています。放牧もしますし、農耕も行います。

さらに女性にとって一番大変だなと思うのが、モロコシやトウモロコシを

粉にひく活動です。サドル型の粉ひきうすで、 1 日に数時間もこれをひく

わけです。私もやってみたことがあるのですけれども、これは、ものすご

くしんどい活動です。

ホールでFGCが行われるのは、結婚のときです。ホールでは、 FGCの

ことをgunme hidin (膝を縛る)と言います。 gunme hidinは婚姻の儀礼

の 5 日目に行われます。

婚姻というのは、ホールにとって何かというと、親族集団から別の親族

集団に女性が移動するということです。女性をもらった側は、ウシやヤ

ギ・ヒツジ、そのほかさまざまな婚資を相手側に渡します。女性をもらう

側、渡す側はそれぞれ、 ai bi旬、 ai gurgura、つまり「買う J I売る」とい

う言葉を使います。ただし、われわれは現金でのやりとりを「買う J I売

る」というふうに言うのですけれども、この地域では、現金が入ってきた

のはこの数十年のことです。もともと ai bita、 ai gurguraという言葉は婚

姻交換で用いられていたわけなので、それを「買う J I売る」というふう

に訳してしまうと、必ずしも正確ではないかもしれません。

しかし、いずれにせよ未婚の女性は「脂肪を持つ」と言われます。これ

には「豊かさを持つ」あるいは「非常に貴重なものを持つ」という意味合

いがあり、要するに結婚によって家畜などの財をもたらしてくれるという

ことです。結婚前の女性の両親にとって、その女性は一つの資産として考

えられる側面というのが、やはりあるわけです。
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婚姻の 5 日目に、女性はFGCを受けるわけなのですけれども、そのとき

に女性は身体にバターを塗られます。これは多産性を象徴しています。バ

ターを身体に塗ると、肌が水に濡れたような感じになります。ホールでは、

雨というのは神と密接にかかわるものとされ、豊かさをもたらすものと考

えられているわけです。われわれは、雨が降ると何かがっかりしますけれ

ども、ここに実際に来て見るとわかるのですが、日陰でも 40度を越えるよ

うなものすごい暑さですから、雨が降ると、やはり恵みという感じがしま

す。何よりも雨は、豊かな農作物の収穫をもたらしますし、家畜がどれく

らい増え、ミルクがどれくらいとれるかも、雨で牧草がどれくらい茂るか

によって決まるのです。

FGCを行うのは、その技術を持つ女性の長老で、金銭的な報酬はありま

せんO 婚姻の 5 日日に、花嫁は自分の家の前室で細長い桶にまたがって、

ナイフで外陰部を切除されます。そこに花婿側の親族集団と花嫁側の親族

集団から、すでに結婚した女性たちが集まって来て、ずっとそれを見守る

わけです。

ホールでは、すべて外性器はきれいに切らないといけないというふうに

考えられていて、未切除の部分があるかどうかというのを、彼女たちはじ

っと見て、厳しくチェックをするわけです。切除されていない部分がある

と「ちゃんと切除するように」と言うそうです。私は男ですから、その現

場を見ることはできません。ですからこれは、女性たちから聞いた話です。

その後、花嫁は白い布に包まれて花婿側の家に運ばれていきます。これ

以降は、私も実際に自分の目で見ました。そこで呪薬を飲まされます。さ

らに花婿側の家で、特定の種類の木を燃やして、その煙で傷口をいぶして

傷の回復を待ちます。そのときに足の膝を縛っていますので、 gunme

hidin (膝を縛る)というふうな言い方をするわけです。傷が癒えると、

花婿と花嫁は新たな家をつくって、そこで床をともにします。

私は、 FGCの調査をしようと思って、ちょうどアンケート調査のように、

沢山の女性に同じ質問をして、統計的分析をしてみようと考えたことがあ

ります。ところがホールでは、こうしたことに男性が口をはさむというの

はたいへんなタブーで、私は、 2 人か 3 人目ぐらいの女性に質問したとこ
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ろで、「この性悪な白人が」と言われ、すっかり意気阻喪してしまいまし

た。みんなその話をするとすごく緊張するわけです。それまでは和やかに

話していても、その話になるとものすごく緊張して、家を出てから、中で

「性悪な白人が」とつぶやいたのを聞いて、私はもうこれはだめだと思っ

て、そういうやり方はやめにしました。それからは日常会話のなかで、さ

りげなく尋ねるというやり方をしましたので、システマチックな調査はで

きていません。

けれどもそれでも、いろいろなことがわかりました。例えばFGCをどう

思うかと女性たちに尋ねると、たいてい「これは、われわれの伝統である」

と言います。「よいものである」と言います。 iFGCが完ぺきになされてい

ないと、それはとても恥ずかしいものである」と言うわけです。彼女たち

は、川に自分の身体を洗いに行ったりするわけですけれども、同年齢の集

団で、行った場合に、お互いの割礼のあとを見せっこすることがあるそうで

す。そのときに、そこがつるつるでないと、とても恥ずかしいことなのだ

と言います。

しかし、ホールのFGCは、麻酔なしに行われるために激痛に耐えなけれ

ばなりません。また傷が癒着して、出産時に切開することもしばしばある

ということです。

ホールの女性は、婚姻をしていないときはハラテ (harate) と呼ばれ、

結婚と FGCをするとウータンテ (uutante) と呼ばれまして、出産すると

サレ (sale) と呼ばれます。 FGCは少女から成人への移行を印づけるもの

であるというのははっきりしていて、通過儀礼の側面というのはあります。

FGCにはさらに、死と再生のモチーフがあります。 FGCの後に少女が

包まれる白い布というのは、死者を埋葬するときのものですし、花婿の家

で飲む呪薬というのは、男性の場合は、新生児で生まれたときに飲まされ

るものであるわけです。男性の場合は、それを飲むことによって、生まれ

落ちた家のクランへの帰属が決まるとされます。ですからこれら一連の儀

礼は、女性はいったん死んで、その後に今度は結婚相手の男性のクランに

帰属したということを、象徴しているように思われます。

女性がクランに帰属するというのは、どのような意味を持つのでしょう
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か。男性にとっては、それは婚資と交換に嫁いだ、女性が自分の嫡子を生む

ということであるわけです。これは教科書どおりの家父長制であるわけで

すけれども、もしその男性が死んで、も、別の男性がその女性と床をともに

して、それで子どもを生ませたら、婚資を払っていた死んだ男性の子ども

になるわけです。あるいは不倫の子どもであっても、そうであるわけです。

ホールの場合は、よぼよほのおじいさんと、非常に若い女性が結婚する

こともあります。おじいさんは、もう男性としての機能がないのですが、

その場合も若い男性をあてがって子どもを生ませるということがしばしば

あります。

子どもを持つということは、ホールの男性にとってはとても重要なこと

で、子どもがないことは、想像しがたいことのようです。子どもを持たず

に死んだ男性は、ちゃんとした埋葬もしてもらえません。私は結婚も遅か

ったし、子どももなかなかできなかったのですけれども、その話をすると、

それまでにこやかに談笑していたホールの人たちが、何か凍りついたよう

になるんですね。何かとても気の毒な人を見てしまったというような、そ

んな感じを受けるみたいです。

女性にとってクランに帰属するとは、特定の親族集団に入り、その保護

を受けるということを意味しています。さらに、それ以降は、夫の年齢階

梯に属することになって、儀礼上で重要な地位につく場合もありますし、

自分が交換される立場から、自分の娘を交換する立場に移行するというよ

うな意味もあります。

そこでFGCは、どのように解釈されるかということですが、まず男性の

側から見ると、女性の特定の親族集団への帰属を、その女性の身体に刻印

するもの、というような意味づけがあります。それはしばしば、ウシの

「耳きり」にたとえられます。つまり、ウシはクランごとに固有の「耳き

り」を入れられるわけです。彼らは百数十頭のウシを管理していますので、

ウシが混じってもわかるように、特定のかたちの「耳きり」を入れるので

す。 FGC もそのようなもので、いったんFGCを受けると、もうその女性

は、 FGCを受けて移行した家の帰属物というふうにみなされるのです。で

すからときどき、少女が恋仲の男性と駆け落ちすることもあるわけですけ
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れども、駆け落ち先でFGCを受けていたら、追っ手は少女を連れ帰るのを

あきらめて、代わりにウシを根こそぎ持ち帰るというようなこともあるそ

うです。あるいは、私が聞いた事例では、駆け落ち先で、自分でFGCを始

めた少女もいるという話も聞きました。恋人の家でFGCをしたら、もう自

分はその家に所属するので、親といえども連れ戻せない、ということです

ね。

さらにもう少し深い読みをすると、結婚とFGCの背後には、略奪と殺害

というモチーフも見ることが出来ます。花婿は割礼の当日に、敵を殺した

戦士の扮装をして、供犠する去勢牛を連れて花嫁の家に現れます。花婿が

戦士であり、供犠されるウシと花嫁が、殺される敵を象徴しているように

思われます。ホールでは、特定の民族は甘い血をもっており、その民族に

属する敵を殺すと、殺した人には豊鏡がもたらされる ウシは増えてミ

ルクを出し、作物は豊作になり、殺した当人は長生きをするーと言われ

ます。男たちはそのような敵を殺すことを望むのですが、特定のクラン同

士の結婚の場合も、同じ表現が用いられ、そのような花嫁を妻ることを望

むのです。

つまりホールのFGCは、花嫁が花婿によって象徴的に略奪され、アイデ

ンテイティを変更される儀礼という解釈も、当然し得るわけです。そのと

きの男性の役割は、自分が交換する主体、略奪する主体というポジション

に立って、豊かさを持つ女性を交換するというものです。女性は豊かさの

実体、容器とみなされ、従属性が強調されるのです。

では女性の場合はどうかというと、女性は自分をしばしばウシに例えま

す。ですから男性と同じように、 FGCは自分の帰属を決定する刻印だと考

えます。同様に、略奪と殺人のモチーフを当てはめることもありますが、

これは男性の、特に長老たちの解釈とは、かなり異なっています。男性長

老は、 FGCを略奪と殺人の枠組みで解釈するときも、さまざまな儀礼を引

用して意味を解釈するのですが、女性たちは、そのような象徴的な解釈か

ら距離を置いているように見えます。例えば、花婿が殺人者の扮装をして

現れることから、そのまま、あれは男どもが少女を殺しているのだよ、と

いうふうなことを言ったりします。そして男性にとっては、それは豊かさ
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の客体を手に入れることであり、望ましいこととして語られるのですが、

女性はそれを、自分たちが「殺人」の対象となるために当然ですが、何か

しら忌まわしいこととして語っているのです。

女性たちは、 FGCをめぐっていろいろな葛藤があると思われます。当然、

肉体的な苦痛に対する恐怖というのはあります。 FGCの前に、彼女たちは

極度の緊張状態になって、身体がぶるぶる震えると言います。けれども重

要なことは、女性が苦しんでいるのは、 FGCがヲ|き起こす肉体的な苦痛だ、

けではないということです。むしろそれが象徴しているような、さまざま

な場面における自己決定権のなさということが、より深刻なジレンマをも

たらしているように思われます。

例えば、婚姻をめぐる自己決定というものは女性にとって非常に困難で、

あって、自分が結婚したい相手と結婚できないことは、しばしばあります。

このような場合にどうするかというと、例えば、先ほども言いましたよう

に、自分でFGCをして相手のところに押しかけるというふうなことをする

人もいます。しかしより一般的なのは、結婚後も恋人と逢い引きをするこ

とです。結婚後に夫以外の男性と関係を持つことは、ホールでは非常に多

いですし、仲のよい女性同士が、そうした逢い引きの手伝いをすることも

しょっちゅうあるということです。浮気をするわけで、それがばれると刃

傷沙汰になりますけれども、このような「不倫」じたいは、不道徳なこと

だとは思われていません。なぜなら女性にとってもっとも大事なことは、

結婚し、 FGCでその帰属を決定された後、その帰属した親族集団で子孫を

残すということですから。「不倫」で、たとえ子供が生まれたとしても、

女性の産む子供の帰属には何の影響も与えないのです。

ここで少し話題を転じて、女性の抵抗に関連して、 1長依カルトの話をし

ておきたいと思います。最初に述べましたように、エチオピアというのは、

高地人が征服してできた国で、ホールも、そうした高地人の支配下で生き

てきました。そして彼らは高地人をシダーマ (Sidaama) と呼んで、非常

に嫌悪するわけです。高地人は、ホールにとっては搾取的な連中で、やっ

てくると必ず国家の権威を盾にして、ゃれヒツジをよこせとか、ゃれヤギ

をよこせとか言ったりする、非常にどん欲で、ずる賢いやつらであると言
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われています。一方高地人の女性はホールの女性と違って、男から男へ移

動するような、放持な女性であると考えられています。

ホールはそれに対して、高地人とは極力かかわらないようにしてきまし

た。首長のもとで自分たちの伝統を守ろうとしたのです。それは家父長制

的な社会制度を維持するということであり、男は戦士として、女はそのも

とで庇護され、夫の子孫を産み育てるものとして、位置づけられたのです。

けれども実際には、ホールで権力を握ったのは、高地人に任命され、国家

とホールを仲介するチカ・シュム (cliik'a shum) と呼ばれた現地人の長

でした。彼らは衣服など高地人から得た財を人々に与えることで取り巻き

を作り、彼らを火器で武装し、首長よりも強い権力を誇ったのです。ホー

ルの男たちが、このような仲介者に示した態度は両義的でした。彼らのこ

とを、「シダーマの毒を飲んだ者」といって嫌う一方で、彼らの誇示する

財や力に、どうしようもなく惹きつけられたのです。

エチオピアは、 1974年に社会主義政権になって帝政が廃止されてから、

男性は国家組織に参与する機会が生まれてきました。多くの男たちが、そ

れまで特定の仲介者以外には閉ざされていた「富の源泉」に、アプローチ

できるようになったのです。しかし、社会主義政権は、高地人文化に対す

る同化を求めましたので、ホールの男たちはそれを拒否し、一方では伝統

的な家父長制を維持しつつ、国家とかかわってきました。

他方で女性は、そうした国家組織にも一切参与が許されずに、ず、っと伝

統の領域にとどまるわけです。自分で何かをしようとするような女性は、

「高地人のような」というレッテルを貼られました。

このような時代に爆発的に流行したのが、アヤナ (ayana) という精霊

の濃依するカルトでした。これは1960年代に、ボラナ (Borana) という

隣の民族からホールに入ってきたものでした。精霊が態依するわけですけ

れども、態依された人が霊媒になって、どんどんと自分のフォロワーを広

げていく。それによって占いとか病気治療を行って経済的な利得を得る。

この態依カルトが、ホールでとても盛んになってきたのです。

現在ホールの女性の 6 人に 1 人ぐらいは、この態依カルトの精霊に態依

されていると思われます。この態依カルトの特徴というのはどこにあるか
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というと、一方では態依カルトのなかで女性の行き来が、親族集団を横断

する形で自由に行われます。 態依カルトの集会があるからという理由で、

女性は外に出ることができるのです。もしそのような理由がなければ、ホ

ールでは女性が集落の外部に、畑仕事や水汲み以外の理由で出ることは、

とても困難です。他方で、この態依カルトでは、高地人であるとか、ある

いは外国人の文化が、儀礼や窓依する精霊を通して表象されます。

1長依カルトの司祭の家に行くと、精霊が降りてくる依り代に、高地人が

もたらした蒸留酒だとか、石けんだとか、あるいは着物であるとか、衣服、

そういったようなものが捧げられているのがわかります。

夜中から午前 2 時、 3 時まで続く窓霊の儀礼に一緒に参加してみると、

さまざまな精霊が参加者たちに態依するのを見ることが出来ます。ところ

が態依する精霊の多くは、彼らが嫌っている高地人の精霊なわけです。そ

こで行われる儀礼は、エチオピアの高地人が行っているコーヒー・セレモ

ニー-これはエチオピア高地人が、隣人や友人たちとコーヒーを飲む機

会に行う日常的なセレモニーですがーを流用したもので、小さな缶詰の

空き缶や木のカップを、高地人が用いている陶磁器のカップに見立てて、

コーヒーを飲むのです。

このカルトの女性にとっての意味は何なのでしょうか。女性は霊媒とな

ることで、リネージとかクランを横断するカルトの一員になります。そし

て精霊態依を通じて、例えば、夫にコントロールされていた世帯内の権力

関係というのも逆転させたりするのです。

それならば、精霊が高地人や外国人の姿をとるというのは、何を意味す

るのでしょうか。それは、ホールの男性が表向きず、っと抑圧してきた欲望

とか空間のイメージを、男性に抑圧されてきた女性が、 1長依カルトで流用

して、解き放っているということではないかと思うのです。家父長的な

「伝統」では抑圧されてきたイメージを用いて、彼女たちが新しい社会的

なネットワークをつくっているという点が、私にはとても興味深く思われ

るのです。

FGCの話から、後半ちょっとはずれてしまったわけですけれども、ホー

ルにおけるFGCを考える場合に、 FGCは制度的な部分から見ると、家父
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長制支配と密接に関連している部分があると思われます。しかし女性たち

は、それを自分たちのジ、エンダー・アイデンティティを構成する重要な一

部だとみなしています。欧米あるいは日本のフェミニストたちは、 FGM

を一貫して家父長制支配を維持する装置だと考え、その廃絶を訴えますが、

ホールの女性たちは、それを維持することを訴えるのです。ホールの女性

が、家父長制社会の外でみずからのポジションを確立することは現実的に

不可能で、あるということが、彼女たちにこのような立場をとらせるのでは

ないかと思います。国家の周辺に疎外された集団の、さらに周辺に位置す

る女性たちは、 FGC廃絶派なら「拷問」とも呼ぶ「文化・伝統」が、自分

たちの最後のよりどころになっている、ということだと思います。けれど

も廃絶派が主張するように、彼女たちは男性に一方的に従属している、と

いうわけではありません。「伝統」とは別の象徴のシステムである窓依カ

ルトを通して、彼女たちの抵抗のネットワークは構築されているのです。

2. 2 NGOとFGM廃絶運動

あとは時間がないので簡単にいきます。アディスアベバで、は現在、さま

ざまなローカルNGOが、 FGMの廃絶を行っています。

アディスアベバから 10キロほど離れたところに、アカキ (Akaki)郡と

いう地域があります。ここでイセダ (ICEDA) というローカルNGOが、

FGMの廃絶運動を行っています。住民のほとんどは、オロモという民族

です。

アカキ郡はアディスアベバから近いにもかかわらず、交通の使が悪いわ

けです。道がほとんどないので、ランドクルーザーに乗って何時間もかけ

ないと、村の中に入れないというようなところです。 ICEDAによれば、

この地域では早期婚が非常に多いそうです。男性の95パーセントは18歳以

上で結婚するのですけれども、女性の82パーセントは17歳以下、ときには

13歳、 14歳で結婚したりするのです。

もう一つは略奪婚が多くて、隣の町から男がやって来て、女性を通学途

中であるとか、あるいは水くみの途中に投致をして、そのまま結婚させて

しまうということが、現在も頻繁に行われているということでした。
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ここで、 ICEDAは学校建設をしていまして、日本大使館の協力で、い

ま 8 つのうち 2 校、学校がつくられています。 ICEDAは学校建設と並行

して、略奪婚や早期婚を逃れようとする若い女性たちのシェルターも作っ

ています。また花井栽培などで、女性の現金収入を増やすことを計画して

います。

この地域で行われているFGCは切除型で、割礼師の女'性が行っているそ

うです。こうしたNGOの介入によって、いくつかのコミュニティーでは、

FGCがだんだんと廃絶される方向で動いているのですが、ここで興味深い

のは、そのうちで何人かの女性たちが、中心的な役割を担っているという

ことでした。けれどもなぜ特定の女性たちが、廃絶運動を中心的に担うよ

うになったのかという事情は、私にはまだわかりません。

もう一つ興味深かったのは、ではこうしたNGOが来るまで、女性たち

はFGCをどう思っていたかというと、何とも思っていなかったということ

なんです。彼女たちは、 FGCによって健康被害が起こるということも、そ

れまでは知らなかったということでした。つまり、 NGOが説明をするこ

とによって、初めてそういう被害があるのだということに気がついたと彼

女たちは言うのです。

FGCが社会問題とみなされ、どういったようなかたちで廃絶されていく

かということを考えるときに、こうした外部の影響というのは非常に大き

いということがうかがえるように思います。

3 FGMをめぐる倫理的判断とは?

最後に、こうしたFGMに対してどのように考えるのかということを簡

単に述べたいと思います。私がここで言えることは、やはり、それが行わ

れている社会の個別の文脈に置き直さないと、その是非というのは、判断

できないということです。

でもこれは、最初に述べた文化相対主義ではありません。文化相対主義

というのは、われわれと彼らの文化というのを切り離して、彼らの文化の

なかに一つの象徴というのを見るわけですけれども、社会的な文脈に置き
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直すということはそうではなく、われわれと彼らとのかかわりの中で、

FGCのあり方を考えるということだと言いたいのです。そして私のような

研究者の活動も、多かれ少なかれ、現地の人々に対して、何らかの影響を

およぼさざるを得ないのです。

例えばホールにおいて、 FGCの廃絶運動を始めることは、現実的ではな

いように思います。ホールの女性たちが望んでいるものは、もっと別のも

のであるわけです。例えば、粉引きという日常の重労働を軽減する、動力

粉引き機であったりするわけです。彼女たちはFGCよりも石臼での粉引き

のほうが、ず、っと身体的につらいのだと言います。また交易のネットワー

クを作り、それによって現金を稼ぐということを始めている女性たちもい

ます。このような活動が始まるまでは、女性たちは家畜を始めとする財を

持つことは、できなかったのです。このような活動は、女性をとてもエン

パワーしているように見えます。残念なことに彼女たちの活動は、現在地

方政府により、反政府活動の根城になる恐れがあるということで、禁じら

れてしまいました。けれども私は、友人を通してこの活動をこっそりと応

援しています。

アカキ郡の場合は、まだ充分な調査ができていませんので、判断を差し

控えざるを得ませんO けれども私がICEDAと関係を持ち、 ICEDAの公教

育の普及活動に、日本大使館の草の根援助を仲介することで協力している

ということ自体が、 FGC廃絶の基盤を形成するのに一役買っているという

ことになると思います。そして私たちは、そのようなことに、意識的であ

る必要があると思います。

倫理的な判断というのは、やはり、一つ一つのケースによらないとでき

ないだろうということが言えるのではないでしょうか。もし研究者の活動

も、当事者たちへの影響が避けがたいのだとするのならば、普遍的な倫理

に訴えたり、文化の自律性や相対性を論ずる前に、まず現地の事情を充分

に観察するということが、必須のことのように思います。最後のほうは手

短にしか述べることが出来ませんでしたが、これで今日のお話を終わりた

いと思います。
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